
広
島
大
学
蔵
仏
説
六
字
神
呪
王
経
の
訓
点

広
島
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
本
の
内
に
、
六
字
神
呪
王
経
一
巻
が

あ
る
。
本
文
は
承
徳
三
年
の
書
写
に
か
か
り
、
全
巻
に
施
さ
れ
た
朱
点
（
承
徳

三
年
移
点
、
第
一
・
二
表
）
及
び
墨
点
（
仁
平
三
年
移
点
、
墾
二
・
四
表
）

は
、
訓
読
史
料
・
国
語
史
料
の
双
方
に
於
い
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

六
字
神
呪
王
経
は
、
破
邪
の
法
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
本
資
料
本
文
は
、
大

（
l

主
1
）

正
新
修
大
蔵
経
所
収
の
A
失
訳
梁
録
麗
本
・
仏
説
六
字
神
呪
王
経
と
同
じ
で
あ

る
。
大
蔵
経
に
は
又
、
右
と
B
少
異
あ
る
失
訳
梁
録
明
本
・
六
字
神
呪
王
経
、

C
同
本
異
訳
と
い
う
失
訳
東
署
録
麗
本
・
仏
説
六
字
呪
王
経
、
の
二
本
も
収
め

（
注
〇
一
）

ら
れ
て
い
る
。

A
本
の
古
写
本
に
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
（
後
述
）
・
京
都
大
学
蔵
本

（
延
宝
八
年
書
写
）
が
存
す
る
。
同
名
な
る
を
以
て
の
み
す
れ
ば
、
更
に
石
山

（
庄
3
）
（
庄
4
）

寺
蔵
本
・
宝
菩
提
院
蔵
本
（
仏
書
解
説
大
辞
典
に
よ
る
）
が
A
本
、
東
寺
蔵
本

（
注
5
）

が
B
本
で
あ
ろ
う
か
。
電
門
文
庫
蔵
仏
説
六
字
神
呪
経
は
、
右
三
本
又
別
本
の

割
れ
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

尚
、
仏
教
史
に
関
し
て
触
れ
て
お
け
ば
、
大
日
本
古
文
書
四
所
収
の
正
倉
院

文
書
経
琉
出
納
帳
に
は
、
既
に
六
字
神
呪
王
経
一
巻
〔
貴
紙
及
蓑
楕
緒
紫
檀

三
　
　
保
　
　
忠
　
　
夫

軸
〕
と
の
名
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
は
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
東
大
寺
三

綱
所
か
ら
藤
原
仲
麻
呂
家
へ
貸
し
出
さ
れ
た
際
の
記
録
で
あ
る
。

さ
て
、
本
資
料
は
、
厚
様
の
表
紙
一
紙
・
楕
紙
八
紙
を
継
い
で
成
る
巻
子
本

で
あ
り
、
合
せ
軸
を
有
す
る
。
表
紙
に
竹
を
立
て
て
は
い
る
が
、
紐
帯
は
失
せ

て
い
る
。
外
題
に
「
六
字
神
呪
王
経
」
、
そ
の
下
方
に
「
所
持
俊
乗
」
と
あ
り
、

こ
の
表
紙
の
表
に
字
体
換
算
表
の
如
き
一
条
七
ケ
字
（
第
六
表
）
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
三
枝
の
墨
筆
は
便
乗
の
筆
で
あ
り
、
こ
の
表
紙
は
後
に
便
乗
に

よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
内
題
は
「
仏
説
六
字
神
呪
王
緩
」
。
本
文
は

総
じ
て
一
五
九
行
（
内
、
呪
文
・
三
四
行
）
　
で
、
一
行
一
七
字
。
薄
H
を
以
て

天
地
行
間
に
野
線
を
引
く
。
上
欄
二
・
五
　
（
単
位
は
析
）
下
相
三
・
一
、
界
高

二
一
・
五
、
界
巾
二
・
〇
八
。
料
紙
の
班
長
は
以
下
の
如
し
。
表
紙
一
六
・

六
、
第
一
紙
四
八
・
四
五
、
第
二
紙
五
〇
・
〇
、
第
三
紙
五
〇
・
一
、
第
円
紙

五
〇
・
五
五
、
第
五
紙
四
六
・
八
、
第
六
紙
五
〇
・
七
、
第
七
紙
四
八
・
七

五
、
第
八
紙
二
五
・
〇
。
は
題
の
次
に
本
文
書
写
及
び
移
点
識
語
が
あ
り
、
こ

れ
に
応
じ
て
全
巻
に
朱
・
遇
の
吉
人
が
あ
る
。
紙
背
に
文
字
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
計
七
ヶ
所
に
所
謂
る
縫
印
が
認
め
ら
れ
る
が
、
料
紙
の
継
目
或
は
紙
背
に

限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
印
形
も
判
然
と
し
て
は
い
な
い
。

二
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本
資
料
の
識
語
は
、
尾
題
に
一
行
お
い
て
左
の
如
く
あ
る
。

十
字
神
乳
王
経
（
風
誓

書

㌢

蔚

詳

長

屋

妻

鼻

音

貰

官

爵

轟

等

士

婆

ず

り

亨

音

腎

ノ

哀

ノ

　

粗

茶

号

膏
官
署
　
　
l
－
－
」
契
れ
ゾ

。
凄
絶
錘
餐
苫
倍

的

　

（

重

　

　

　

聖

も

青

軍

②
瞥
璃
l

（
一
e
完
）の

曹

薇
格
子
窓
†
生
‡

牟
頚

但
し
、
右
に
於
い
て
は
、
計
七
ヶ
所
の
削
除
部
分
が
あ
る
（
総
て
削
除
前
は

ヽ

墨
）
。
3
の
献
の
一
字
分
上
方
に
、
危
く
俊
と
で
も
記
そ
う
と
し
た
人
扇
と
努

の
一
部
の
ム
、
こ
れ
が
削
除
。
1
の
「
日
記
等
」
の
条
の
右
肩
に
■
　
－
　
と
の

合
点
。
識
語
全
体
の
体
裁
を
整
え
る
べ
く
便
乗
が
削
ぎ
取
っ
た
も
の
か
。
2
の

ヽ

末
尾
に
削
除
さ
れ
て
い
る
署
名
は
「
頼
勝
記
」
　
（
記
は
右
寄
小
吉
）
と
あ
っ
た

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

も
の
か
。
4
の
仁
平
の
下
は
其
二
ケ
字
が
削
除
。
4
の
又
以
下
は
も
と
「
又
別

ヽ

二
本
□
」
。
□
字
を
削
ぎ
消
し
て
「
合
三
本
也
」
と
継
ぎ
足
す
。
4
の
此
の
行ヽ

か
ら
奉
の
行
に
か
け
て
は
も
と
左
記
の
如
く
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
末
尾
の
東

ヽ本
の
二
ケ
字
の
下
に
は
更
に
一
字
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

「
仁
□
□
年
□
社
印
↓
日
従
大
僧
都
御
坊
　
　
　
「
伝
得
口
東
本

（
三
か
）
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
俊
か
）

さ
て
、
右
識
語
と
本
文
へ
の
待
人
の
和
親
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
次
表
の
如
く

な
る
。

参
　
　
　
　
照

第
一
・
二
衰
・
次
項

右
表
に
併
載
　
※
印

前
掲

本
稿
に
掲
げ
な
い

第
三
・
四
哀
・
次
項

第
六
麦
）

16

以
上
が
そ
の
模
写
で
あ
る
。
仮
り
に
付
し
た
頭
数
字
の
1
と
2
、
3
と
4
が

同
筆
で
あ
り
、
2
が
本
資
料
本
文
の
書
写
移
点
識
語
、
4
が
伝
得
移
点
識
語
、

1
と
3
が
祖
点
本
に
於
け
る
識
語
の
転
載
で
あ
ろ
う
。

以
下
、

井
続
燈
記

右
に
つ
い
て
述
べ
る
。
〔
参
考
文
献
〕
A
は
寺
門
高
僧
記
　
B
は
三

C
は
園
城
寺
伝
記
　
D
は
寺
門
伝
記
捕
銀
　
E
は
南
都
高
僧
伝



F
は
尊
卑
分
泳
　
（
A
は
続
鮮
む
親
従
、
B
－
E
は
大
日
本
仏
教
全
書
、
F
は

新
訂
増
補
国
史
大
系
、
所
収
）

ま
ず
、
識
語
1
・
2
を
記
し
た
僧
の
署
名
を
頼
勝
と
試
読
す
る
。
文
献
F
に

よ
る
と
、
藤
原
孝
清
息
に
、
寺
門
相
法
橋
斬
勝
と
あ
る
。
こ
の
叔
母
（
伯
母
）

は
藤
原
師
通
（
一
〇
六
二
－
一
〇
九
九
）
家
の
女
房
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
年

代
的
に
滝
相
応
す
る
。
識
語
2
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頼
勝
は
、
承
徳
三
年
、
真
如

院
律
師
御
本
か
ら
移
点
し
た
と
い
う
。
そ
の
訓
点
は
全
巻
に
わ
た
る
密
な
も
の

で
、
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
字
体
は
第
一
表
・
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

識
語
1
は
、
右
の
頁
如
院
柁
柿
御
本
の
素
姓
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
真
如
院
律
師
と
は
、
そ
の
傍
記
に
あ
る
如
く
、
公
円
を
持
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
公
円
は
、
後
に
触
れ
る
頓
＝
封
か
ら
阿
間
勲
位
濯
頂
を
受
け
、
長
治
二
年

（
二
〇
五
、
五
三
才
）
寂
し
た
寺
門
僧
で
あ
る
（
文
献
D
二
五
、
F
）
。
真

如
院
は
、
三
井
寺
中
院
に
存
し
た
そ
れ
と
み
ら
れ
る
（
文
献
B
「
三
院
堂
社

事
」
）
。

次
い
で
、
そ
の
識
語
1
に
い
う
法
橋
御
房
と
は
、
傍
記
に
あ
る
三
井
寺
の
唐

坊
阿
聞
梨
行
円
（
九
七
八
－
一
〇
四
七
）
の
こ
と
で
、
彼
は
長
久
四
年
（
一
〇

四
三
）
法
橋
上
人
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
　
（
文
献
A
三
、
B
七
、
C
五
之
六
、

D
一
二
、
E
）
。
そ
の
訓
読
史
に
於
け
る
付
置
に
つ
い
て
は
、
既
に
諸
先
学
の

言
及
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

抄
物
書
き
の
書
写
人
名
を
頼
覚
と
読
め
ば
、
こ
れ
は
石
山
寺
蔵
行
歴
抄
の
識

語
の
内
の
一
条
に
「
件
行
歴
記
之
抄
以
実
相
房
木
板
覚
書
了
　
千
時
永
承
四
年

（
注
6
）

（
一
〇
四
九
）
六
月
十
九
日
廿
日
之
問
也
」
と
み
え
る
人
物
と
同
じ
で
あ
ろ

う
。
行
腔
抄
は
、
寺
門
の
判
、
智
証
大
師
円
珍
の
在
㍍
巡
礼
記
で
あ
る
。
橋
本

進
吾
博
士
の
柁
製
本
解
説
に
よ
る
と
、
こ
の
和
光
は
、
藤
原
頼
成
の
息
に
し
て

永
円
の
弟
子
と
な
り
、
乗
々
坊
に
任
し
て
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
、
五
一
二
才
）

殺
す
、
と
あ
る
。
文
献
F
に
於
い
て
は
、
こ
の
頼
党
に
、
寺
門
僧
で
あ
る
と
の

注
記
を
落
し
た
も
の
ら
し
い
。
又
、
右
の
実
相
房
と
は
、
恐
ら
く
三
井
寺
両
院

（
粍
7
）

の
そ
れ
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
こ
の
房
号
を
用
い
た
僧
に
は
、
心

（
江
8
）

学
及
び
そ
の
入
室
弟
子
粕
豪
が
い
る
。
顛
＝
家
は
行
円
に
も
師
再
す
る
が
、
行
円

は
心
祭
の
資
で
あ
る
。
永
円
と
は
「
寺
長
更
大
僧
正
又
号
平
等
院
悟
円
親
王
在

俗
時
御
子
」
　
（
円
満
院
門
跡
相
承
次
第
）
と
伝
え
ら
れ
、
悟
円
は
「
円
満
院
元

祖
又
号
平
等
院
村
上
第
三
皇
子
入
道
親
王
俗
名
兵
郎
脚
数
平
」
　
（
同
）
と
伝
え

ら
れ
、
父
子
共
に
三
井
寺
の
僧
で
あ
る
（
文
献
D
一
五
、
F
）
。
乗
々
坊
と

は
、
三
井
寺
中
院
の
乗
々
院
に
同
じ
で
あ
ろ
う
か
　
（
文
献
D
九
「
三
院
図
説
」
、

既
山
「
三
院
堂
社
章
」
）
。

朱
筆
、
永
承
の
条
の
披
雲
と
は
、
披
雲
坊
甑
尊
の
詔
と
考
え
ら
れ
る
。
房
合

そ
の
も
の
は
、
先
の
壇
昇
・
頁
如
院
な
ど
と
共
に
三
井
寺
損
本
七
房
の
内
に
数

え
ら
れ
て
い
る
が
（
文
献
C
七
之
六
）
、
板
尊
は
、
行
円
か
ら
大
法
濯
頂
を
受

け
、
康
平
七
年
（
一
〇
六
四
、
六
七
才
）
　
に
寂
し
た
僧
で
あ
っ
て
　
（
文
献
F
、

D
一
五
）
、
寺
門
派
の
祖
点
の
加
点
者
の
内
で
は
古
い
と
こ
ろ
の
行
円
・
頼

（
注
9
）

豪
、
念
円
ら
に
並
ぶ
と
さ
れ
る
。
先
の
頼
党
は
、
こ
の
頼
尊
に
従
っ
て
訓
読
し

た
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
如
く
七
て
、
承
徳
三
年
の
朱
点
は
、
頼
尊
の
訓
読
法
に
ま
で
翻
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
朱
点
の
全
て
が
そ
う
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
又
、
頼
勝
の
用
い
た
点
法
は
、
所
謂
る
西
墓
点
で
あ
る
。
平
安
時
代

に
、
こ
の
点
法
が
三
井
寺
の
僧
の
所
用
点
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
既
に

（
注
柏
）

中
田
祝
夫
博
士
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
果
し
て
み
て
き
た
と
こ

ろ
の
人
物
が
並
べ
て
三
井
寺
の
僧
で
あ
っ
た
．
こ
と
と
点
法
と
が
一
致
し
て
く
る

の
で
あ
る
。

尚
、
承
徳
三
年
の
朱
点
と
は
い
っ
て
も
、
色
調
に
よ
っ
て
別
筆
か
と
祝
わ
れ
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る
所
や
、
訓
読
の
二
重
に
付
さ
れ
て
い
る
部
分
が
存
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の

筆
跡
は
同
一
人
と
み
ら
れ
、
承
徳
三
年
の
朱
筆
と
し
て
一
括
し
て
よ
い
と
考
え

ら
れ
る
。

頼
勝
は
、
更
に
笛
い
墨
筆
を
も
用
い
て
い
る
。
反
点
一
例
と
片
仮
名
数
例
と

（
琵
1
1
）

が
そ
れ
で
記
さ
れ
て
い
る
が
　
（
第
一
・
二
表
中
の
※
印
）
、
棺
勝
の
「
移
点
」

も
祖
点
本
に
比
較
的
忠
実
で
あ
っ
た
と
み
る
と
き
、
こ
の
訓
点
は
私
的
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
が
承
徳
三
年
時
の
訓
点
に
関
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
吾
人
及
び
識
語
を
有
す
る
点
本
は
、
後
に
便
乗
の
伝
得
す
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
こ
こ
で
仁
平
三
年
、
他
本
を
以
て
更
に
加
点
せ
れ
る
。
こ
の
折

の
祖
点
本
は
「
合
三
本
也
」
と
い
う
が
、
内
一
本
は
識
語
3
を
持
つ
、
次
の
よ

う
な
素
姓
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

青
蓮
院
は
、
天
台
宗
延
暦
寺
三
門
跡
の
一
で
、
も
と
は
比
田
山
東
塔
南
谷
の

青
蓮
坊
で
あ
る
と
い
う
（
大
日
本
寺
院
総
覧
に
よ
る
）
。
し
か
し
、
肝
心
の
訓

読
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
は
未
だ
許
か
で
は
な
い
。

猷
乗
は
三
井
寺
の
僧
で
、
僧
綱
補
任
抄
出
に
は
長
先
二
年
（
一
一
六
四
）
　
の

入
滅
と
伝
え
ら
れ
る
　
（
他
文
献
A
四
、
D
七
、
F
）
。

そ
の
献
乗
が
用
い
た
祖
点
本
は
、
竃
雲
坊
慶
酢
の
自
点
本
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
竜
雲
坊
と
は
、
三
井
寺
中
院
に
存
し
、
「
竜
雲
坊
　
慶
詐
大
阿
闇
梨
之
房

也
」
と
も
あ
る
　
（
文
献
B
七
、
既
出
「
三
院
堂
社
事
」
・
「
三
院
図
説
」
）
。

慶
酢
は
、
親
修
・
勝
算
・
穆
算
と
共
に
余
慶
の
上
足
四
人
と
称
せ
ら
れ
、
山
・

寺
二
派
に
於
け
る
不
穏
情
勢
を
忌
み
て
山
を
下
り
た
の
が
正
暦
四
年
（
九
九

三
）
八
月
、
石
蔵
大
雲
寺
よ
り
三
井
寺
へ
移
っ
た
の
が
同
年
九
月
、
寂
年
が
寛

仁
三
年
（
一
〇
一
九
、
六
五
或
七
三
才
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
文
献
A
一
、

同
二
、
C
一
之
二
、
D
八
）
。
こ
う
し
た
慶
酢
の
「
自
点
本
」
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
西
表
点
所
用
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
周
知
の
如
く
、
既
に
延
着
九
年

（
九
〇
九
）
に
は
酉
墓
点
を
以
て
加
点
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
即
ち
、
京
都
大
学

図
書
雷
蔵
蘇
悉
地
掲
詔
経
巻
上
の
白
点
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
加
点
者
空
恵
が

（
注
1
2
）

円
珍
入
室
弟
子
で
あ
る
こ
と
は
（
文
扶
D
一
五
）
、
吉
沢
義
則
博
士
他
の
先
学

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
又
、
賃
島
博
士
に
よ
る
と
　
（
「

大
武
急
記
念
文
陸
蔵
企
剛
界
橘
軌
古
点
に
つ
い
て
「
か
が
み
二
　
二
号
）
、
余

慶
の
資
、
文
臆
が
、
永
延
元
年
（
九
九
七
）
悟
円
に
従
っ
て
西
莞
点
を
m
い
た

と
さ
れ
る
。
慶
所
も
悟
円
も
余
慶
の
資
で
あ
る
が
、
悟
円
は
慶
所
に
も
兼
ね
て

受
業
し
た
と
い
う
（
文
献
D
一
五
）
。
か
く
し
て
、
慶
酢
の
所
用
点
法
が
西
蓋

点
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
西
表
点
は
、
少
な
く
と
も
延
苗
（
九
〇
一

（
拝
1
3
）

－
九
二
二
）
の
頃
、
既
に
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
一

尚
、
右
の
金
剛
界
儀
動
古
点
の
内
に
は
、
文
慶
が
三
井
大
阿
皿
梨
に
受
学
　
1
8

し
た
長
埜
ハ
年
（
一
〇
〇
四
）
の
訓
点
も
あ
る
と
さ
れ
嘘
∵
の
三
井
大
阿
一

冊
梨
と
は
、
余
慶
で
な
く
て
慶
酢
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
又
、
中
田
博
士

（
注
1
5
）

の
著
告
に
み
え
る
竜
雲
坊
大
阿
聞
梨
も
慶
詐
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
と
識
語
3
を
有
し
た
点
本
は
、
凡
そ
右
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と
み
う
け

ら
れ
る
。

識
語
の
記
し
接
か
ら
し
て
、
そ
の
識
語
3
と
相
応
ず
る
も
の
は
、
識
語
4
に

い
う
「
法
輪
御
本
」
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
「
法
輪
」
と
は
、
法
輪
院

覚
猷
　
（
楳
延
六
年
＜
二
四
〇
＞
寂
八
七
才
）
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

覚
猷
は
余
り
に
も
署
名
で
、
こ
こ
に
托
返
す
要
は
な
い
が
、
「
大
僧
正
党
献

（
中
略
）
号
法
輪
院
僧
正
又
号
鳥
羽
僧
正
」
　
（
帝
王
編
年
記
二
〇
）
、
「
法
輪

院
廓
内
有
五
大
堂
此
院
者
前
大
僧
正
覚
晶
響
寺
也
」
（
既
出
「
三
院
図
説
」

両
院
）
と
い
っ
た
記
録
が
あ
り
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
胎
蔵
図
像
上
の
識
語
を



み
る
と
「
覚
猷
記
」
な
る
点
本
が
後
人
に
よ
っ
て
「
法
輪
御
本
」
と
称
せ
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
又
、
石
山
寺
蔵
北
辰
妙
見
尊
星
王
菩
薩
所
説
陀
羅
尼
経
の

加
点
識
語
に
は
、
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
　
「
於
育
造
院
以
蘭
雲
坊
御
本
書
写

（
H
い
仕
）

廼
牽
校
了
同
移
点
了
　
覚
猷
」
と
の
一
条
が
あ
り
、
覚
猷
は
育
造
院
を
訪
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
識
語
3
を
有
す
る
先
の
よ
う
な
点
本

は
、
青
蓮
院
に
甲
ま
り
存
し
、
訪
れ
た
覚
猷
が
興
味
深
く
拝
読
・
加
点
、
書
写

・
移
点
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
、
更
に
そ
の
党
献
本
も
青
蓮
院
に
留
め
置
か

れ
た
か
と
、
考
え
得
る
。
三
井
寺
と
育
造
院
と
に
交
流
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
し
て
、
或
は
先
の
猷
乗
本
は
三
井
寺
へ
伝
得
さ
れ
、
偶
、
法
輪
院
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
三
井
寺
法
輪
院
へ
ま
で
伝
わ
っ
て
い
っ
た

と
み
る
の
は
、
左
記
仁
平
点
の
加
点
者
を
考
え
る
上
で
少
々
都
合
が
悪
い
。
許

さ
れ
る
推
測
は
、
猷
東
本
1
覚
献
本
－
法
輪
御
本
と
い
う
関
係
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
仁
平
三
年
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
第
三
表
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、

西
墓
点
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
畢
茸
、
「
法
輪
御
本
」
と
覚
猷
と
の
関
係
、

識
語
3
と
「
法
輪
御
本
」
と
の
呼
応
を
疑
わ
し
め
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
山
門
に

於
い
て
「
法
輪
御
本
」
と
称
さ
れ
る
場
合
、
慶
酢
の
自
点
本
の
所
用
点
法
、
移

点
時
に
於
け
る
点
法
の
変
更
等
に
つ
い
て
の
疑
念
も
生
ず
る
。
し
か
し
本
稿
で

は
、
や
は
り
右
の
よ
う
な
関
係
を
認
め
て
お
き
た
い
。
「
合
三
本
也
」
の
内
で

も
「
法
輪
御
本
」
の
み
が
特
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
識
語
3
と
相
応
じ

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
と
す
れ
ば
「
法
輪
御
本
」
も
専
門
僧
の
手
に
成
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
学
僧
と
し
て
の
法
輪
院
覚
猷
を
想
定
す
る
の
で
あ

る
。
便
乗
は
、
そ
の
「
法
輪
御
本
」
か
ら
仮
名
訓
を
移
す
か
、
又
は
一
部
の
ヲ

コ
ト
点
を
仮
名
に
替
え
る
等
し
て
移
点
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

俊
東
と
紋
に
当
経
典
を
与
え
た
大
僧
都
御
房
と
に
つ
い
て
は
一
切
が
明
ら
か

で
は
な
い
。
奉
読
す
べ
く
移
点
し
た
そ
の
点
法
よ
り
す
れ
ば
、
便
乗
は
天
台
宗

山
門
系
寺
院
の
僧
で
、
且
つ
先
述
の
猷
栗
木
や
繚
脇
本
が
手
に
し
得
る
市
田
、

伝
得
し
得
る
範
囲
に
い
た
僧
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
先
述
末
の
育
造
院
・
育
造
坊
が
ど
う
関
係
し
て
く
る
か
は
未
詳
で

あ
る
が
、
付
言
し
て
お
け
ば
、
こ
の
当
時
の
持
遥
院
に
は
、
「
育
造
院
初
祖
本

名
良
実
」
　
（
市
道
院
門
跡
系
譜
）
と
伝
え
ら
れ
る
行
玄
（
久
寿
二
年
＜
二
五

五
∨
寂
五
九
才
）
が
関
与
し
て
い
る
。
行
玄
は
焉
慶
・
勝
豪
の
資
で
、
三
昧
阿

間
梨
良
祐
に
漬
頂
を
受
け
　
（
文
献
F
）
、
覚
猷
の
後
任
と
し
て
第
四
八
代
天
台

座
主
と
な
っ
て
い
る
が
（
保
延
四
年
－
久
寿
二
年
の
任
、
天
台
座
主
記
）
、
少

（
拝
1
7
）

な
く
と
も
仁
都
波
迦
点
は
所
用
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
し
て
、
仁
平
三
年
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
「
又
別
二
本
」
の
方
か
ら

実
質
的
移
点
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
便
乗
自
身
が
「
奉
読
」
し
た
際
の

加
点
も
雑
じ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
都
合
四
者
の
訓
点
が
仁
平
三
年
点
で
あ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
の
訓
読
法
を
顧
み
れ
ば
、
先
行
す
る
承
徳
三
年
の
朱
点

よ
り
も
、
後
述
の
大
東
急
記
念
文
植
栽
木
失
点
の
そ
れ
に
よ
り
近
い
。

仁
平
三
年
点
は
、
第
一
群
点
の
内
で
も
仁
都
波
迦
点
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
田
博
士
の
示
さ
れ
る
点
図
集
所
載
の
点
図
ど
お
り
で
は
な
い
。

又
、
点
図
集
所
載
の
形
式
に
固
定
す
る
以
前
の
仁
都
披
迦
点
で
あ
る
と
い
う
の

も
椋
躇
さ
れ
る
。
大
束
急
記
念
文
庫
蔵
元
貴
寿
如
来
修
拇
行
供
養
伐
軌
失
点
（

康
平
二
年
書
写
加
点
）
や
同
文
樟
蔵
底
聖
二
昧
郡
不
動
尊
聖
者
念
詞
秘
密
法
失

点
（
承
暦
二
年
書
写
、
当
時
加
点
）
な
ど
の
実
際
に
所
用
さ
れ
た
仁
都
波
迦
点

と
も
同
じ
で
は
な
い
。
第
二
Ⅱ
右
中
央
が
シ
で
あ
る
の
は
、
院
政
初
期
頃
ま
で

（
洋
1
8
）

の
仁
都
波
迦
点
の
場
合
と
共
通
す
る
が
、
そ
の
他
の
点
よ
り
し
て
、
仁
都
波
迦

点
と
は
異
点
流
で
は
な
い
か
と
す
ら
考
え
ら
れ
る
程
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
ヲ

コ
ト
点
法
は
、
こ
の
頃
息
で
も
山
門
系
寺
院
の
ど
こ
か
に
伝
わ
っ
て
い
た
第
一

群
点
の
一
種
と
み
て
お
き
た
い
。
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本
資
料
に
は
、
右
二
筆
の
他
、
更
に
左
記
の
筆
が
入
っ
て
い
る
。
一
は
、
本

文
二
四
行
目
ま
で
に
於
い
て
、
削
除
さ
れ
て
い
る
墨
の
点
・
仮
名
で
あ
る
。
こ

の
削
除
の
墨
点
と
先
の
削
除
の
識
語
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
両
者
は
執

れ
も
俊
乗
の
筆
跡
と
導
っ
よ
う
で
あ
る
。
他
の
一
は
、
墨
の
注
記
一
例
で
、
豊

潤
は
不
良
、
素
姓
は
不
明
で
あ
る
　
（
次
項
D
参
照
）
。

≡

同
語
史
料
と
し
て
、
承
徳
三
年
朱
点
と
仁
平
三
年
墨
点
と
か
ら
得
ら
れ
る
と

こ
ろ
を
、
紙
面
の
許
す
限
り
掲
げ
る
。

ま
ず
、
漢
字
の
音
義
に
関
す
る
注
記
に
つ
い
て
。
（
類
音
注
は
別
掲
。
a
は
第

七
表
参
照
、
右
傍
線
は
原
本
大
文
字
。
上
は
上
欄
、
右
は
右
傍
、
呪
は
呪
文
、

算
用
数
字
は
行
数
、
以
下
放
此
。
）

※〔墨〕〔朱〕
右　上

D
「
椎
磨
」
　
（
4
9
）

『
劉
蒋
云
丁
侃
反
以
足
踏
杵
槻
日
』

『
都
請
反
所
以
用
呑
也
』

〔
素
姓
不
明
の
墨
〕
下
『
椎
都
詩
反
所
以
用
　
』

〔墨〕〔墨〕〔朱〕
右　上

E
「
経
済
」
　
（
3
0
）
．

（是）

『
湘
軍
石
戸
面
反
水
名
也
四
漬
名
－
也
』

『
矧
云
戸
禾
反
水
名
又
四
漬
名
也
』

F
「
悦
忽
」
　
（
6
）

上
『
融
忽
玉
云
悦
植
往
反
失
意
也
急
也
狂
也
玉
云
忽
呼
没
反
達
也
忘
也
軽
也

〔墨〕〔朱〕
右　上

A
 
r
a
b
」
　
（
3
1
）

（也）

『
玉
云
可
方
買
反
水
「
引
達
郎
反
池
「
』

『
玉
云
方
買
反
水
也
達
郎
反
池
也
』

B
「
廊
梱
便
」
　
（
5
2
）

〕
　
　
－
1

朱
上
『
柏
玉
云
苦
本
反
門
木
「
或
間
剰
帯
之
困
反
痢
也
玉
云
胡
因
反
属
之
為

〔

同
』

※
〔
墨
〕
下
『
私
謂
梱
恐
滞
欧
以
音
同
故
用
件
字
欺
可
勘
』

C
「
靴
帽
」
　
（
5
8
）

〔塁〕〔朱〕
右　上

『
帽
涛
云
勿
反
頭
上
巾
有
大
小
』

『
玉
云
芙
到
反
冠
也
』

忽
疾
之
為
C
悦
忽
之
為
d
古
文
e
滅
也
亡
也
玉
石
d
虚
没
反
狂
克
也
今
忽
字

也
1
呼
矧
反
疾
風
也
亦
忽
字
同
』

。
「
自
晶
」
（
立
等
）

1

．

▼

　

　

－

塁
上
『
唐
云
g
私
節
反
六
仙
細
h
也
出
文
字
指
帰
＝
俗
又
j
』

「
し

H
「
屋
宕
」
　
（
4
6
）

〕
　
　
1
．

朱
上
『
宕
杜
浪
反
洞
屋
「
』

r
し

I
「
斑
碍
」
　
（
5
7
）

〕

　

　

－

r

朱
上
『
髭
之
延
反
撚
毛
為
席
』

〔

l
「
阿
誓
兢
陀
辞
」
　
（
9
3
呪
）

〕朱
上
『
浮
普
計
反
』

〔

ヽ

　

　

ヽ

以
上
の
諸
反
切
の
内
、
「
玉
云
」
に
関
し
て
は
、
B
梱
・
渇
が
広
報
の
反
切

ヽ

　

　

　

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

と
姦
し
、
A
b
・
C
帽
・
F
悦
・
忽
・
d
‥
I
は
広
誼
の
声
母
斑
母
と
同
じ

で
あ
る
が
、
唯
一
、
広
瀬
に
所
掲
の
な
い
A
a
は
集
出
（
部
買
切
）
　
の
声
母
と

ヽ

合
わ
な
い
。
「
箔
鯖
云
」
に
関
し
て
は
、
E
舵
の
反
切
及
び
D
椎
の
鶉
母
声
母

、

l

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

ノ

が
夫
々
広
也
に
同
じ
。
B
朱
は
「
箔
云
乎
困
反
」
、
C
朱
は
「
蒋
云
勿
報
反
」

〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
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と
あ
る
べ
き
に
、
誤
写
・
反
切
母
字
の
脱
記
が
あ
っ
た
も
の
。
次
に
、
「
唐
云
」

ヽ

に
関
す
る
G
g
の
反
切
は
、
広
鉛
及
び
十
弱
彙
編
所
掲
唐
詩
と
同
じ
で
あ
る
。

更
に
、
出
典
名
の
な
い
D
H
l
l
の
反
切
も
広
嶺
の
親
母
声
母
に
合
っ
て
い

る
。
尚
、

（
注

昌未

しこ．：J

b、
・　B

間、〔墨〕
は

本
文
の

漢
訳
時
点
に
つ
い
て
も
一
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が

・
潤
・
碓
・
鮭
の
諸
字
に
つ
い
て
は
、
提
出
さ
れ
て
い
る
玉
篇

侠
文
と
比
較
で
き
る
が
、

朱
点
に
み
え
る
芦
点
は

下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
声
の
別
に
よ
っ
て
お

り
、
声
調
は
呉
音
の
そ
れ

と
認
め
ら
れ
る
。
濁
音
符

ム
は
、
計
一
二
ケ
字
に
施

さ
れ
て
い
る
が
、
西
基
点

大
々
仝
同
で
は
な
い
。

婆
＜
去
＞
薩
＜
入
∨
（
咄
）
郡
＜
上
∨

仁
平
点
に
み
る
声
点
は
下
表
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
朱
点
が
複
星
点
を
施
し
て
い

る
場
合
や
、
朱
点
の
声
調
と
異
な
る
場
合

に
、
声
点
が
移
し
入
れ
ら
れ
て
て
い
る
。

思
う
に
、
本
点
の
祖
点
本
に
は
、
末
だ
濁

音
表
示
が
な
さ
れ
て
い
な
い
時
期
の
差
声

清

文

（
主
2
1
）

所
用
資
料
の
内
で
も
か
な
り
古
い
例
と
い
え
よ
う
。

干
岳
の
（
璽
　
短
針
㍗
増
生
ノ
遵
（
聖
　
廟
＜
㌢
志

コ
　
ン

＜
平
∨
ー
便
（
5
2
）

他
例
は
略
す
が
、
右
の
「
五
」
の
上
声
、
「
岳
」
の
入
声
、
「
培
」
の
去
声
、

「
便
」
の
去
声
、
夫
々
の
位
置
に
ム
が
付
さ
れ
て
い
る
。
又
、
右
第
二
例
は
新

（
注
2
2
）

瀾
例
で
、
訓
点
資
料
に
於
け
る
も
の
と
し
て
は
極
め
て
早
い
例
と
み
ら
れ
、
そ

の
類
音
注
は
単
字
「
増
」
に
付
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

片
仮
名
に
施
さ
れ
た
声
点
（
草
屋
点
）
は
左
掲
を
全
例
と
す
る
。
字
音
の
場

合
の
み
で
あ
る
。

天
人
の
所
欽
短
車
中
）
（
聖
　
亡
＜
計
（
謂
）
悪
を
（
H
u
）

羅
＜
平
∨
叉
（
田
野
（
＝
蒜
）
　
呵
＜
平
∨
叉
（
封
斬
二
－
忘
）

方
式
を
伝
え
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
尚
、
澗
音
符
ム
と
‥
と

は
僅
少
で
あ
り
、
別
伝
の
如
く
で
あ
る
。
片
仮
名
に
施
さ
れ
た
声
点
の
唯
一
例

は
左
記
の
も
の
で
、
「
ト
」
の
左
傍
下
に
横
並
び
の
綾
昆
点
が
存
す
る
。

薩
堕
且
け
率
主
氏
タ
（
…
呪
）

朱
点
に
於
け
る
字
音
の
境
内
甑
尾
は
ウ
、
舌
内
鶴
尾
は
U
、
属
内
甑
尾
は
ム

で
裏
記
さ
れ
、
入
声
説
尾
は
夫
々
ク
、
チ
、
フ
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

墨
点
で
は
夫
々
ウ
、
レ
、
ム
、
又
、
ク
・
キ
、
チ
・
ツ
と
表
記
さ
れ
て
い
る

が
（
唇
内
入
声
字
へ
の
付
訓
例
は
な
い
）
、
睦
輿
子
に
「
壕
チ
ヨ
墓
ム
」
（
空

と
の
例
が
あ
り
、
「
k
リ
ム
敷
」
　
（
哲
と
の
誤
読
例
が
あ
る
。

朱
点
に
み
え
る
仮
名
音
形
は
概
ね
所
謂
る
呉
音
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
仁
平
点

で
は
撲
音
の
混
入
が
目
立
つ
。
「
合
三
本
也
」
か
ら
の
移
点
を
平
面
的
に
観
る
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か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

湖
音
注
は
、
朱
点
で

這
山
野
－
培
旭
㌢
∨
」
（
空
、
「
靴
＜
轍
∨

ー
帽
餌
即
℃

ク
ワ
イ
　
サ
イ

「
推
　
　
　
斉
」

主
」
　
（
ニ
ー
呪
）

（
響
、
「
狂
偏
群
去
」
（
＝
e
の
三
例
、
窯
で

（
3
0
下
）
に
「
火
イ
」
、
「
周
主
」
　
（
8
8
呪
）
、
「
率

「
郡
」
　
（
－
N
O
上
呪
）
　
に
「
謝
反
」
の
閏
例
で
あ
る
　
（
先
の



音
義
に
関
す
る
注
記
G
「
音
仙
」
も
当
点
の
潮
音
注
と
み
る
べ
き
か
）
。

呪
文
に
於
い
て
は
、
他
の
資
料
に
も
み
ら
れ
る
如
く
、
朱
点
・
m
H
点
双
方
に

無
闇
柁
（
甑
相
知
表
記
）
例
が
存
す
る
が
、
音
訳
語
に
は
朱
点
に
「
達
＜
朗

浣
∨
摩
」
　
（
－
N
－
）
と
の
例
が
存
す
る
。

l
可
語
音
に
つ
い
て
注
意
せ
ら
れ
る
の
は
左
記
の
程
度
で
あ
る
。

衆
－
患
遠
ト
ヲ
サ
カ
リ
身
＜
㌍
（
讐

如
来
（
ノ
）
所
な
望
持
タ
モ
タ
マ
フ
。
（
－
喜

為
タ
メ
ン
ス
其
甲
・
及
ひ
共
－
行
同
＜
去
浣
＞
　
ト

ー
f
＜
平
温
∨
・
∵
切

ノ
。
（
ロ
コ

右
が
朱
点
の
例
で
あ
る
。
仁
平
の
墨
点
で
は
、
そ
の
撃
－
例
が
「
為
タ
メ
セ
ム

」
と
あ
る
が
、
他
に
左
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

天
－
尊
（
ノ
）
所
尚
タ
ト
フ
ル
・
衆
神
仙
キ
ヤ
ウ
奉
（
ス
）
・
（
6
9
）

若
笛
単
那
（
ノ
）
所
為
ナ
セ
ム
・
芸
・
誠
（
セ
ム
）
之
（
ヲ
）
（
6
5
）

尚
、
前
者
は
、
失
点
で
も
「
所
尚
タ
フ
ト
フ
ル
」
と
の
上
二
段
動
詞
で
あ

る
。訓

読
法
に
つ
い
て
述
べ
る
紙
面
は
な
い
が
、
後
首
の
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

朱
点
に
関
連
し
て
若
干
を
挙
げ
て
お
く
。

〕朱
何
以
の
故
に
・
世
問
に
最
上
な
る
は
・
無
し
退
く
る
　
（
コ
ト
）
　
〔
於
〕

〔

仏
に
。
（
聖

右
は
、
盟
憲
に
「
何
を
以
故
（
中
略
）
無
（
ケ
）
れ
は
な
望
過
（
ク
ル
）
こ
と
」

と
結
ば
れ
、
こ
れ
は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
失
点
で
も
同
校
で
あ
る
。

扶
仮
－
令
ひ
叩
完
を
枯
樹
＜
㌍
可
し
得
っ
還
て
生
す
る
。
と
枝
い
※

（
ヲ
）
。
何
況
・
呪
（
セ
ム
）
を
や
人
身
を
。
（
9
5
－
讐

現
仮
夕
卜
令
ヒ
呪
（
ス
）
ト
モ
〔
呪
せ
は
〕
粘
コ
柚
（
ヲ
）
・
可
（
シ
）
［
寸

〔

っ
還
（
テ
）
生
す
る
こ
と
枝
葉
を
何
に
況
や
〔
況
■
〕
呪
　
（
セ
ム
ヲ
ヤ
）

人
身

（
ヲ
）

仁
平
点
の
一
訓
に
逆
接
条
件
句
の
構
成
が
み
ら
れ
る
。
大
束
念
記
念
文
庫
蔵

本
朱
点
で
は
「
仮
け
令
（
中
略
）
呪
せ
は
」
と
あ
る
。

〕墨
一
心
（
ニ
）
奉
－
持
ス
へ
キ
・
此
（
ノ
）
陀
紹
尼
・
輩
句
（
ヲ
）
者
也

〔

な
里
0

こ
い
∝
」

朱
点
が
そ
う
で
あ
る
如
く
、
「
也
」
は
不
読
の
助
字
で
あ
る
が
、
仁
平
頃
以

（

い

H

2

3

）

降
の
天
ム
‖
宗
関
係
訓
点
資
料
に
は
付
訓
例
が
み
え
る
。
大
東
急
這
念
文
陸
蔵
本

朱
点
に
は
「
者
も
の
（
ナ
リ
）
〔
止
〕
」
と
あ
る
。

閏
者
（
ノ
）
轟
欺
ノ
欲
ホ
す
る
に
」
セ
ム
（
ト
）
人
（
ヲ
）
者
・
（
〓
e

r

　

∴

　

　

　

・

∴

ト

．

ト

．

h

　

　

　

′

．

こ
の
里
H
点
が
三
本
か
ら
移
点
さ
れ
て
成
っ
た
と
い
う
こ
と
は
留
意
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
大
空
記
念
文
川
蔵
本
朱
点
に
は
「
欲
昔
る
告
館
配
聖

（
－
N
O
　
と
あ
り
、
右
も
ム
ト
ポ
ス
と
訓
ぜ
わ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
訓
法
は
、
院
政
後
井
川
か
ら
現
わ
れ
る
新
し
い
も
の
と
さ
れ
て

（
狂
2
・
，
）

お
り
、
従
っ
て
木
点
の
年
代
的
性
格
を
知
る
上
で
注
意
さ
れ
る
。

（
∴
∴
〕

失
点
に
於
け
る
訓
読
法
は
、
小
林
芳
親
先
生
の
分
類
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
．
、
正

安
中
期
仏
書
訓
点
資
料
の
そ
れ
に
属
す
る
が
、
そ
れ
以
下
の
下
位
分
類
に
つ
い

て
は
、
資
料
本
文
の
限
界
も
あ
っ
て
詳
か
に
L
が
た
い
。
し
か
し
、
識
語
・
点

法
等
を
餌
み
れ
ば
、
そ
の
第
五
戸
・
天
台
宗
関
係
資
料
の
そ
れ
に
屈
す
る
こ
と
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に
な
ろ
う
。
仁
平
の
墨
点
に
於
け
る
訓
読
法
は
、
加
点
が
粗
い
た
め
に
十
分
な

帰
納
が
で
き
な
い
。四

以
下
に
主
な
る
課
題
を
述
べ
て
結
び
と
す
る
。

（
筐
2
6
）

墨

大
東
急
記
念
文
庫
に
は
、
本
資
料
と
同
一
本
文
の
古
写
本
が
伝
存
し
て
い
る
。

「
応
保
二
年
（
二
六
二
）
十
月
廿
三
日
奉
受
了
　
隆
信
」
、
及
び
江
戸
中

期
の
墨
書
識
語
と
、
こ
れ
ら
に
相
応
ず
る
本
文
へ
の
喜
入
と
を
有
す
る
が
、
更

に
全
巻
に
わ
た
る
無
識
語
の
朱
点
を
も
有
す
る
。
こ
の
朱
点
（
ヲ
コ
ト
点
は
第

五
衰
）
は
、
院
政
期
後
半
に
入
っ
て
間
も
な
く
よ
り
右
応
保
に
至
る
ま
で
の
加

点
と
推
定
さ
れ
（
本
文
書
写
も
同
時
か
）
、
そ
の
訓
読
法
は
、
平
安
中
期
仏
書

の
天
台
宗
関
係
訓
点
資
料
の
そ
れ
に
属
す
る
と
み
う
け
ら
れ
る
。

注
意
さ
れ
る
の
は
、
広
島
大
学
蔵
本
の
仁
平
点
と
右
朱
点
と
の
ヲ
コ
ト
点
法

が
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
広
島
大
学
蔵
本
朱
点
の
持
つ
前
項
の

音
義
に
関
す
る
注
記
、
A
以
下
の
八
ヶ
条
が
そ
っ
く
り
右
応
保
の
筆
に
も
み
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
（
但
し
、
交
互
に
誤
脱
部
分
が
あ
る
）
。
更
に
、
広
島
大

学
蔵
本
本
文
が
「
厭
固
」
と
あ
る
と
こ
ろ
へ
仁
平
の
筆
は
「
或
本
作
厭
幽
有
疑

可
勘
」
　
（
2
3
上
）
と
注
し
、
一
方
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
本
文
が
「
庸
由
」

と
あ
る
と
こ
ろ
．
へ
応
保
の
筆
は
「
献
固
」
　
（
2
5
右
）
と
注
す
る
。
し
か
し
又
、

応
保
点
に
「
見
（
タ
マ
フ
。
）
阿
難
力
悦
＜
上
∨
忽
M
如
当
ル
ヲ
」
（
「
悦

」
の
左
肩
に
「
況
」
と
の
小
字
、
7
）
と
あ
る
一
例
の
文
選
読
が
、
広
島
大
学

蔵
本
の
ど
の
訓
点
に
も
み
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係

が
何
を
物
語
る
の
か
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

管
見
で
は
、
右
の
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
朱
点
や
広
島
大
学
蔵
本
里
憲
の
ヲ

コ
ト
点
と
類
似
す
る
も
の
に
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
胎
蔵
界
機
動
巻
ト
東
点
（

平
安
中
期
加
点
）
が
あ
る
。
こ
の
資
料
に
は
、
散
在
的
に
院
政
期
の
塁
点
も
が

施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
法
は
宝
憧
院
点
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
こ

こ
を
以
て
も
、
先
行
す
る
朱
点
の
如
き
点
法
は
山
門
系
寺
院
に
於
い
て
所
用
せ

ら
れ
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
が
、
そ
の
具
体
的
な
実
態
に
つ
い
て
は
、
更

に
資
料
を
集
め
て
帰
納
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

同
一
経
典
の
、
同
じ
く
天
台
宗
関
係
訓
点
資
料
と
は
い
っ
て
も
、
広
島
大
学

蔵
本
朱
点
と
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
朱
点
と
で
は
、
更
に
広
島
大
学
蔵
本
墨
点

を
加
え
た
三
者
訓
点
に
於
い
て
は
、
訓
読
法
に
少
異
が
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て

こ
こ
に
、
か
か
る
異
同
事
象
に
関
す
る
検
討
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
併

せ
て
他
経
典
に
於
け
る
同
様
の
比
較
検
討
の
結
果
と
の
照
合
も
ま
た
れ
る
と
こ

ろ
と
な
る
。

以
上
、
広
島
大
学
蔵
仏
説
六
字
神
呪
王
経
古
点
に
関
す
る
一
解
釈
の
試
み
で

あ
る
。
大
方
の
ど
叱
正
を
鳳
い
つ
つ
筆
を
描
く
。
（
昭
和
四
六
年
七
月
五
日
）

注
1
、
第
二
〇
巻
・
密
教
部
第
三
・
N
已
〇
品
。

2
、
以
上
三
本
の
別
本
と
し
て
、
菩
提
流
志
訳
・
六
字
神
呪
経
が
あ
る
。
軍
永

寺
春
性
院
蔵
の
古
写
本
（
注
1
0
文
献
・
四
八
五
貢
）
は
こ
れ
に
同
じ
か
。

3
、
平
安
遺
文
・
題
放
出
聖
一
八
五
日
。
院
政
初
期
の
字
音
点
が
あ
る
が
（
小

林
芳
規
先
生
ど
教
示
）
、
当
資
料
は
摺
経
で
あ
る
（
藤
原
新
雪
「
日
本
仏
教

史
研
究
」
・
三
四
九
翼
川
瀬
一
馬
「
平
安
朝
招
経
の
研
究
」
n
木
書
誌
学

之
研
究
二
五
一
七
百
）
。

1
、
注
2
文
献
の
遺
扱
帯
・
二
七
六
百
。

5
、
注
3
文
献
の
題
政
篇
・
三
八
〇
貢
。

6
、
古
典
保
存
会
複
製
本
に
よ
る
。

7
、
既
出
「
三
院
堂
社
事
」
。
尚
、
同
文
献
八
「
諸
師
門
院
家
・
実
相
院
北
石
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蔵
大
雲
寺
」
の
条
参
照
。

8
、
文
献
D
九
「
三
院
図
説
」
南
院
の
条
、
同
文
献
一
三
・
一
五
、
帝
王
編
年

記
・
応
徳
元
年
一
一
月
四
日
の
条
、
等
。

9
、
築
島
裕
「
訓
点
資
料
の
年
代
的
性
格
」
上
代
文
学
論
琶
・
五
一
七
百
。

1
0
、
車
用
視
夫
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
総
論
欝
」
・
二
五
九
貢
以
下
。

．
1
1
、
第
島
裕
「
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
・
研

究
篇
」
・
九
貢
。

ほ
、
吉
沢
義
則
「
尚
書
及
び
日
本
書
紀
古
抄
本
に
加
へ
ら
れ
た
る
乎
古
止
点
に

就
き
て
」
国
語
国
文
の
研
究
・
二
二
六
百
。

1
3
、
築
島
裕
「
天
台
宗
の
ヲ
コ
ト
点
に
つ
い
て
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
・
第
三

二
輯
・
八
四
ナ
員
。

1
4
、
扶
桑
略
記
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
・
二
六
七
貢
）
の
一
本
に
よ
る
補
入
部

分
で
は
、
余
慶
の
入
滅
を
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
と
す
る
が
、
同
書
（
同

大
系
・
二
五
九
百
）
で
は
又
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
入
滅
と
し
、
文
献
A
一
、

及
び
目
本
紀
略
・
帝
王
編
年
記
一
七
で
も
正
暦
二
年
の
入
滅
と
す
る
。

1
5
、
注
1
0
文
献
・
二
七
八
貢
。

1
6
、
注
1
0
文
献
二
一
七
八
貢
。

1
7
、
注
1
0
文
献
・
二
九
六
貢
。
青
蓮
院
蔵
眈
沙
門
経
の
奥
に
、
天
承
二
年
（
一

三
三
）
　
「
於
肯
遠
扉
従
大
教
房
伝
受
了
金
剛
仏
子
行
玄
」
　
（
注
3
文
献
・

一
八
三
頁
）
．
之
の
条
が
み
え
る
が
、
所
用
点
法
は
未
調
査
。
又
、
良
柘
は
、

皇
慶
・
長
宴
ら
と
同
じ
く
宝
憧
院
点
・
仁
都
波
迦
点
の
双
方
を
用
い
た
と
さ

れ
る
（
注
1
0
文
献
・
二
九
一
・
四
七
一
・
四
七
三
頁
）
。

1
8
、
築
島
裕
「
平
安
時
代
語
新
論
」
・
五
一
百
。

1
9
、
岡
井
慎
吾
「
玉
岩
の
研
究
」
東
洋
文
庫
論
叢
・
第
一
九
・
九
六
百
。
有
坂

秀
世
「
国
語
普
頸
史
の
研
究
」
二
一
九
一
貢
。
岡
本
勲
「
日
本
漢
字
音
に
於

け
る
頭
子
音
の
清
濁
－
電
鏡
活
の
字
に
し
て
日
本
字
音
潟
と
な
る
も
の
に
就

て
・
下
」
国
語
国
文
・
昭
和
四
四
年
一
月
。

2
9
注
1
9
文
献
・
岡
井
博
士
著
書
・
後
篇
。
馬
淵
和
夫
「
玉
篇
侠
文
補
正
」
東

京
文
理
科
大
学
国
語
国
文
学
会
紀
要
・
第
三
日
誓

2
1
、
注
1
1
文
献
・
二
六
〇
百
。

輿
小
林
芳
規
「
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て
」
広
島

大
学
文
学
部
紀
要
・
三
九
の
一
二
四
百
。
槻
智
院
本
対
策
名
義
抄
・
保
延

二
年
書
写
法
華
経
単
字
・
至
壁
二
年
版
法
華
経
音
訓
な
ど
に
よ
る
と
、
「
培
」

は
従
母
字
な
が
ら
単
字
と
し
て
は
去
声
調
清
音
で
あ
る
。
因
み
に
後
代
の
元

禄
版
慧
記
で
は
「
垣
＜
上
∨
宍
培
岩
酎
∨
」
に
縦
並
び
の
複
票
が

存
す
る
。

輿
小
林
芳
規
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
蔚
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
」
・

二
一
・
二
三
一
二
二
四
三
頁
。

2
4
、
注
2
3
文
献
二
〇
四
貢
。

2
5
、
注
2
3
文
献
・
八
二
－
一
六
〇
百
。

輿
川
瀬
博
士
の
解
題
が
あ
る
（
「
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
　
仏
書
之

部
」
・
芦
〓
増
　
築
島
博
士
は
、
後
掲
応
保
点
の
文
選
読
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
・
二
七
二
頁
）
。

尚
、
隆
信
に
つ
い
て
は
未
詳
。
中
右
記
（
史
料
大
成
）
天
仁
元
年
（
二
〇
八
）

一
二
月
二
六
日
の
条
に
滅
相
隆
信
と
み
え
る
が
、
こ
れ
は
別
人
で
あ
ろ
う
。

付
記
1
、
稿
中
の
引
用
文
献
の
内
、
僧
綱
補
任
抄
出
は
群
書
類
従
、
円
満
院
門
跡

相
承
次
第
・
育
造
院
門
跡
系
譜
・
天
台
座
主
記
は
続
群
書
類
従
、
帝
王
編
年

記
・
目
本
紀
晴
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
の
所
収
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
い
る
。

2
稿
を
成
す
に
当
っ
て
は
、
小
林
芳
規
先
生
・
沼
本
克
明
学
兄
の
ご
指
導
を
い

た
だ
い
た
。
更
に
、
資
料
調
査
に
当
っ
て
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
の
西
村
活

先
生
・
伊
藤
益
氏
、
京
都
大
学
図
書
館
関
係
職
員
各
位
に
種
々
の
ご
指
導
を

賜
っ
た
。
こ
こ
に
合
わ
せ
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
わ
す
次
第
で
あ
る
。

－
　
広
島
大
学
大
学
院
学
生
　
－

24



恕
　
恐
－
日
高
瑠
J

一

　

　

　

　

　

　

　

l

罠
声
「
ソ

畢
餌

【
第
二
泉
】

相
即

t

．

．

．

1

－

－

－

－

．

－

1

一

ワ － JGタ 可．’ ′ヽ ナ ・タ t′I′7 ア
7 dP 丁 ／＼ 1 ク サ カ 了

1
べ1

I■
丁 ／ヽ ′ タ サ

ヰ リ ヒ： ヰ シ キ イ
ヰ ′I ア ヒ 一．．．

キ し キ イ

弓 リ
一率

キ ＼＿

ン ル ユ ムl フ ヌ ．ソ ス ク ウ
＼．／
ノヽ

IL 1 ム フ い．
′ヽ1

人 ソ tl－

＼ノ

′ヽ

IL

lL

1 ム
フ ‘ ．ヽe

腐・
ヽヽ　▼

了ヽ

ス

γ ．Jっ

コZ レ メ へ ス 丁 1ヱ ケ 工

刀 し メ

メ

ノへ－オ 「

・氷
チ

せ

せ

ノ「

永
サ

ユ

：L

ヲ ロ ヨ モ ホ ノ ト ソ コ jr
こ／ lつ ヨ ‘．と ‘lク

l
〃 ） ト ‘ソ つ オ

t　′ 一亡

．と

．東宝

lク乃

卜

l

つ

ワ 1 17 l マ ハ ナ ノア サ カ ア
オ 才 ヤ7 丁 ′＼ 7 ／ サ カ 7

フ ヤ

て

丁 ．＼

Iヽ

タ 十／‾‾

・サ

々 ア

手 リ 【こ 十 シ キ イ
ヰ リ ヒ 十 し

1 1

ヰ 、l C 十 L

L

t

へ

イ

了

ン JL． ＿〕」 ∠ぺ フ ヌ lソ ス ′7 ■7
し／
レ

ノし ユ ム フ llt 寸 ク ／jl

レ′
′

ル

′し／

．し

⊥ ム 7

7

寸

寸

／
lJ′1

rh

・r一 レ メ へ メF － ・tZ ケ 工

tt　▼

ー
JJ

し 入

メ．、

〆ヽ

＿′ヽ

一つ

ネ テ

テ

せ

せ

せ

丁

†

．＝

ニヲ ロ ヨ 一己 rl1 ノ 卜 リ コ オ
ウ

ニノ

ン

lコ ヨ も ．す． 乃

つ

乃

ト

ト

ソ つ

つ

－25－



〔
第
五
泉
】ん

l
劃
斜
－

両
日
鞄

会
員
　
近
著
紹
介

頭

源

平

桃

　

野

地

潤

家

封
酎
・
　
着
躇

∵
．
′
一
．
了
－
…

止
彗
T
－
ハ

昭
和
四
〇
年
ご
ろ
か
ら
三
年
間
ば
か
り
の
間
の
著

者
の
随
筆
一
〇
〇
編
を
収
め
る
。
一
帯
の
分
貴
を
す

べ
て
千
字
に
ま
と
め
、
一
ペ
ー
ジ
一
帯
に
組
ま
れ
て

い
る
。
中
国
新
聞
の
コ
ラ
ム
相
へ
の
寄
稿
か
ら
始
め

ら
れ
た
こ
の
文
章
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
現
象
は
じ

め
、
著
者
の
国
語
教
育
、
言
語
生
活
に
関
す
る
研
究

領
域
の
内
外
に
及
ん
で
い
る
。
「
源
平
桃
」
の
書
名

は
、
こ
の
一
〇
〇
帯
の
中
の
一
つ
題
に
よ
る
。
「

自
と
り
ど
り
の
花
弁
や
つ
ぼ
み
を
つ
け
た
」
こ
の

を
見
て
い
る
と
、
「
再
び
と
り
も
ど
す
す
べ
と
て

い
」
　
「
失
わ
れ
た
日
の
ゆ
た
か
さ
が
よ
み
が
え
っ

て　な　桃　紅

ー26－

【
諷
ユ
‥
五
Jr

y

〔
第
七
泉
〕

及
涼
b
描

き
積
れ
弥

Ⅹ
ナ
え
‡
∵
岸

C
亀
皇
軋
巳
月
姦

（
紳
「
し
ヰ
J
た
束

く
る
」
と
い
う
著
者
は
、
こ
の
一
〇
〇
岩
の
中
で
、

そ
う
い
う
胸
の
中
の
お
も
い
を
刻
明
に
語
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

（
昭
和
四
六
年
六
月
・
文
化
評
論
出
版
株
式
会
社

刊
、
変
型
桝
形
、
一
〇
二
ペ
ー
ジ
・
四
〇
〇
円
）

√

tosho-seibi-repo
長方形




